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要  旨

地図部では，5 万分1 地形図から300万分1 「日本と

その周辺」までの中小縮尺図の維持管理を行っている。

小縮尺図の維持管理のための小縮尺図の編集・修正のデ

ィジタルシステムの開発については，技術的に完成度の

高いラスタ方式と縮尺変換，投影変換，図式変換が容易

で汎用性の高いベクトル方式との検討を行ってきた。

その結果，小縮尺図の編集・修正システムとしては，

ベクトル方式も可能ではあるが，現在のベクトルデータ

の整備状況は小縮尺図を作成するにはデータの項目が少

なすぎ，不足データを整備するには膨大な経費と多大な

時間がかかり，現時点では，実用的でないという最終結

論を得た。よって，基本的にはラスタ方式ではあるが，

できるだけベクトルデータも扱えるような小縮尺図用デ

ィジタルエディタシステム( 以下，本システム) の開発

を行った。本稿では，本システムの機能を中心にその特

徴点について報告する。

1. はじめに

現在，国土地理院では，2 万5 千分1 地形図をはじめ

5万分1 地形図はラスタ方式により修正・管理が行われ

ている。

20万分1 地勢図以降の小縮尺図については，投影法の

違いや取り扱うデータ量の膨大さ等によりラスタ修正ソ

フトが未開発であったため，スクライブ方式による修

正・管理が行われてきた。

スクライブベースの生産が減少する一方で，コンピュ

ータの発展はめざましく，扱えるデータも大量・高速に

なり，小縮尺図の効率的な管理・提供を図るための修正

システムの開発が可能となってきた。

そこで，ラスタ方式による作成・管理が定常化してい

る5 万分1 地形図修正用ディジタルエディタシステムを

もとに改良を行い，20万分1 地勢図以降の小縮尺図に対

応した本システムの開発を行った。今後は，開発した本

システムの検証を行った上で，平成12年度より20万分

1地勢図以降の小縮尺図の修正及び刊行をラスタ方式に

切り換えることとしている。また，地図部では，平成8

年度に，数値地図200000(道路・鉄道・水系) 作成シス

テムを整備し，20万分1 地勢図を再現可能な精度でベク

トルデータの整備を進めている。ここでは，本システム

機能と絡めて若干ではあるが20 万分1 地勢図ベクトル

データ(道路・鉄道・水系) についても併せて紹介する。

2. 本システムの概要

本システムは，各版の位置合わせを行う「計測・リサ

ンプリング」，図面の修正を行う「小縮尺図修正・注記

修正」の2 つのソフトウェアから構成されている。

「計測・リサンプリング」では，図面縮尺の自由選択，計

測点の経緯度入力よるUTM への対応及び辺長を入力す

ることによるUTM 以外の投影法への対応を可能にした。

「小縮尺図修正・注記修正」では，図面縮尺の自由選

択，編集版の自由取り込み・位置調整・切り取りデータ

ファイル出力，図面縮尺に応じた記号・注記属性の対応，

DXF データの入出力・編集，ティックマーク描画など

の機能により, 小縮尺図ラスタデータの修正を効率的に

行なえる。また，スキャナーで取り込んだモノクロ2 値

TIFF 形式の画像データをSRF に変換し，図面編集

時に背景図としての表示を可能にしている。

3. 本システムの特徴

3.1 計測・リサンプリング

1) 縮尺指定

既存のシステムは，図面縮尺を5 万分1 に固定してあ

り，5 万分1 以外の縮尺に対応できなかった。今回の改

良により計測図の縮尺を自由に選択できるようにした。

図-1 本システム概略図



2) 計測図縦横の辺長人力

計測した四隅およびトンボ座標で各版の位置合せ行う

50万分の1 以下の小縮尺図に対応するため，計測図縦横

の辺長を入力できるようにした。なお，5 万分1 地形図

および20 万分1 地勢図は既存システムと同様に，四隅

の経緯度座標をUTM 変換して辺長を計算する。

3) 計測点の追加，経緯度座標入力

20万分1 地勢図の場合，ラスタ編集で座標計測等に使

用するパラメータを計算するため，図郭と15 分毎の経

線との交点6 点を追加計測できるようにし，短冊状にU

TM 展開できるようにした。 5万分1 地形図および20

万分1 地勢図で，四隅および図郭と15 分毎の経線との

交点に限り，計測時に経緯度座標を入力し，リサンプリ

ングを行うこととした。

3.2 ラスタ・注記修正

今回のシステムでは, 編集図の縮尺選択や縮尺に応じ

た地図記号の張り付けおよび注記編集を行えるよう改良

し，小縮尺図を編集することが可能になった。例えば縮

尺の切り換え機能により20 万分1 地勢図図式を50 万分

の1 地方図に表示，出力することもできる。

1) コマンドパネル

既存のラスタエディタシステムの操作性を損なうこと

なく，最小限の変更だけで小縮尺図に対応できるようボ

タンの追加・変更を行った(図-2)。

2) 図面縮尺の自由選択，編集版の自由取り込み

小縮尺選択ボタンを追加して編集図の縮尺を選択する

ウィンドウを表示し，縮尺を選択できるようにした

(図-3)。また，差分データや隣接図データを編集版と

同様に扱えるようにするため，表示版選択パネルを変更

し，追加読み込み，表示・非表示設定，編集設定，表示

色設定を行えるようにした(図-4)。なお，表示可能

な版の最大を30 版とした。

3) 経緯度数値入力によるティックマークの表示

経緯度数値の入力後，ティックマーク及び経緯度数値

を描画する機能を20 万分1 地勢図に追加した。この機

能は，ラスターファイルのヘッター情報の四隅座標等か

らティックマークを付けたい図郭線位置を算出し表示す

るようになっている。よって，測地成果2000 に対応さ

せるためには，旧四隅座標等を測地成果2000 に別途変

換する必要がある。

4) 切り取りデータのファイル出力

表示版の任意領域を矩形で囲み，ラスターファイルと

して分版，合版出力できるようにした(図-5)。これ

により接合図等の作成を行う。 図-2 コマンドパネル



3.3 周辺ソフトウェア

修正情報を本システムに取り込むため，スキャナーで

読み込んだTIFF 形式の画像データを, SRF 形式に

変換するソフトを作成した。 TIFF 形式の画像データ

はカラーやモノクロ，非圧縮，LZW 圧縮・JPEG 圧

縮等様々な形式が存在しているが，今回の変換ソフトは，

モノクロ2 値画像でLZW 圧縮のデータを対象とした。

4. 修正手法

4.1 ラスタ修正情報を取り込んだ修正

本システムにより，編集図ラスタデータを計測・リサ

ンプリングし，正規のUTM 図郭辺長となるようデータ

を整える。その後，スキャナーで読み込んだTIFF 形

式の画像データ( 修正模範図等) や5 万分1 地形図ラス

ターデータを20 万用に縮尺変更( 辺長入力) したデー

タを背景図として表示し図の修正作業を行う。 50万分1

地方図以降の小縮尺図の修正方法は，刊行図に修正情報

を書き込みそれをもとに画面上で修正を行う。

4.2 ベクトルデータを取り込んでの地図編集

外部のシステムで作成されたDXF 形式のベクトルデ

ータを取り込む機能を追加した。ベクトルデータは，度

分秒単位の数値とする。取り込んだベクトルデータは，

編集図上に表示し，ノード点の追加・削除を可能とした。

また，画線の太さを指定する「ペン種」,画線の記号化

を行う「線種」を選択することにより5 万分1 地形図及

び20 万分1 地勢図の記号変換を行えるようにした。更

図-3 編集縮尺指定パネル

図-4 表示・編集版選択パネル

図-5 切り取り版選択パネル

図-6 ラスター修正作業の流れ



に，ラスタ修正時に作成されるベクトルデータ(ivf

ファイル)もDXF 形式でファイル出力することを可能

にした。図-7 は，以下で紹介する20 万分1 ベクトル

データをDXF 変換し画面表示したものであり，図-8

は中央のラインを1 車線道路に記号変更させたものであ

る。

5. 20 万分1 ベクトルデータの整備状況

20万分1 地勢図以下の中小縮尺図の作成には，データ

の精度，内容などを考慮すると,20 万分1 地勢図のデー

タを利用するのが最も効率的であると考えられる。

以下に，このデータの内容と基準などを簡単に記して

おく。

5.1 取得基準

平成9 年4 月1 日時点で発行されている20 万分1 地

勢図を基に 以下の基準でデータを取得した。

なお，20万分1 地勢図に記載のない鉄道の駅や，平成

9 年4 月1 日以降の情報については，2 万5 千分1 地形

図，5万分1地形図及びその他の資料を用いて取得して

いる。

1) 道路レイヤ

20 万分1 地勢図に記載されている幅員1.5m 以上のす

べての道路の中心ラインおよび各種ノード情報(ただし，

密集した市街地の道路などは適宜省略。国道については

小道も取得。)

2) 鉄道レイヤ

路面電車を含む地上のすべての旅客鉄道の中心ライン

および各種ノード情報( ケーブルカーなどは取得してい

ない。地下鉄路線に乗り入れている一部の鉄道は取得。)

3) 水系レイヤ

20万分1 地勢図に記載されているすべての河川の中心

ラインおよび各種ノード情報。

20万分1 地勢図上5mm ×5mm 未満の名称注記のない

湖沼を除くすべての湖沼の湖岸ラインおよび各種ノード

情報。

5.2 属性取得内容

1) 道路レイヤ

2) 鉄道レイヤ

図-7

図-8



3) 水系レイヤ

6. 本システムの課題

小縮尺図維持管理の効率化のためには，本システムの

拡充によるラスターデータの更新及びベクトルデータの

整備・管理が必要不可欠と思われるが，緊急の課題とし

て以下のものがあげられる。

6.1 ベクトルデータの効率的活用

現在の本システムは，ラスタデータに対する画像操作

を主体としているが, DXF 形式によるベクトルデータ

の取り込みが可能である。

取り込まれたベクトルデータは，5 万分1 地形図，20

万分1 地勢図ではあるが記号変換が可能となっている。

しかし, DXF 形式で取り込むため，属性がなく，その

都度，作業者が変換する記号を指示しなくてはならない。

今後は，ベクトルデータを効率的に利用するために，属

性を保持したまま取り込めるように, DXF 以外のファ

イル形式での入出力を行えるように改良することが必要

である。さらに，修正資料図等を，ベクトルデータで作

成することによっては，本システムに直接ベクトルデー

タを取り込み，作業の効率化を図ることができる。

6.2 くんせん版・段彩版の取り扱い

小縮尺図の表現手法として，くんせん，段彩などが使

用されているが，本システムでは階調を持ったデータを

取り扱えないため，くんせんについては, 標高データを

使用してのくんせん版作成のシステム開発が必要である。

段彩版については，現在のマスクフィルムをスキャニ

ングし，マスク版のラスターデータを作成する方法と，

本システムを使用して手作業で, マスク版を作成する方

法が考えられるが，現在の50 万分1 地方図以降の小縮

尺図は，版数が多 く相当な労力が必要となる。また，50

万分1 地方図などの段彩版は，異なる色の掛け合わせに

よる表現も含まれるため，単純なマスク版では処理でき

ず，現在のシステムでは取り扱えない。

今後は，図式変更なども考慮しながら，マスク版の作

成等，システムの機能強化を図る必要がある。また，ハ

ードウェアのコストの面や，PC での小縮尺図作成，管

理されているベクターデータを効率的に取り込むために

も，システムのWindows対応や, Linux対応も考慮すべ

きである。

7. ま とめ

今年度のシステム開発作業により，基本データ取得時

の計測・リサンプリング用ソフトウェ アでは，図面縮尺

の自由選択機能により，5 万分1 以下の小縮尺図の計

測・リサンンプリングを行えるようになった。また，20

万分1 地勢図では図郭と経線との交点計測機能で経緯度

の入力を可能にし，50 万分1 地方図以下の図では辺長に

よる計測・リサンプリング機能の追加お よび図郭四隅と

カドケンで版の位置合わせを可能にした。

また，小縮尺図修正用・注記修正用ソフトウェアでは，

図面縮尺の自由選択，編集版の自由取り込み・位置調

整・切り取りデータファイル出力，図面縮尺に応じた記

号・注記属性の対応, DXF データの入出力・編集，テ

ィックマーク描画などの機能により, 小縮尺図面の編集

を効率的にした。さらに，スキャナーで取り込んだTI

FF 形式の画像データを国土地理院共通の画像形式(S

RF)に変換し，図面編集時に背景図としての表示を可

能にする等，修正作業に時間がかかりすぎ非効率であっ

た手作業での編集作業を短時間で効率良く行えるように

なり，本開発作業の目的である小縮尺図のディジタル修

正の実行運用が達成されたと考えられる。

今後は，測地成果2000 への対応や20 万分1 ベクトル

データなどの各種更新データ取り込み，段彩版の扱いに

対応し，小縮尺図の迅速な修正が行えるようにする等，

さらにより良いシステムの完成を目指してい きたい。
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